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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　１０月２３日、茨城県庁にて「第４５回茨城県青少年
相談員研修大会及び記念大会」が開催され、村青
少年相談員の中島賢一さん（上舟子）が県知事ほう
賞を受賞されました。
　中島さんは平成７年から美浦村青少年相談員を
務めており、長年にわたり青少年にとって身近な
良き理解者として青少年に関する問題解決に真剣
に取り組み、青少年の健全育成にご尽力くださっ
ています。このたびの受賞おめでとうございます。

交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技

　
　
　
　

茨
城
県
大
会
で
好
成
績
！

　

宝
く
じ
か
ら
助
成
を
受
け
て
、

１１
月
よ
り
村
中
央
公
民
館
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
る
も
の
で
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
が
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
は
昭
和
５８
年
に
開

館
し
て
以
来
、
多
く
の
村
民
の
方

が
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
高
齢
者
や
身
体
の
不

自
由
な
方
の
２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に

よ
り
利
便
性
が
向
上
し
、
よ
り
い

っ
そ
う
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
施
設

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　１０月２８日、農林漁業者トレーニングセンターに
て「子育て広場運動会」が開催され、未就園児の
親子４６組９７名が参加しました。
　子どもたちは、低年齢の子でも楽しめるようア
レンジされた、かけっこ・玉入れ・ぱん食い競争
ごっこ等の５種目の競技を、保護者に手伝っても
らいながら元気いっぱいに頑張っていました。
　帰りにはご褒美のメダルをかけてもらって、満
足そうなかわいい笑顔を見せてくれました。

　

１０
月
２１
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運
動
公
園

総
合
体
育
館
で
県
交
通
安
全
協
会
・
県
警
主
催

の
「
第
１３
回
交
通
安
全
高
齢
者
自
転
車
競
技
茨

城
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
稲
敷
警
察
署
管
内

代
表
と
し
て
村
か
ら
５
名
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
（
６５
歳
以

上
）
の
方
が
自
転
車
を
安
全
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
運
転
す
る
こ
と
を
競
う
競

技
会
で
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
走
行
や
一
本

橋
走
行
等
の
運
転
技
術
と
、
交
差
点

・
踏
切
の
正
し
い
横
断
や
交
通
法
規

に
の
っ
と
っ
た
運
転
が
で
き
て
い
る

か
等
を
総
合
的
に
競
い
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
老
人
会
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
、
交
通
安
全
推
進
員

の
方
々
の
支
援
を
受
け
て
１
カ
月
間

熱
心
に
練
習
に
励
み
、
そ
の
成
果
を

大
会
で
発
揮
。
団
体
の
部
で
２７
チ
ー

ム
中
８
位
、
個
人
の
部
で
榎
本
靖
司

さ
ん（
土
浦
）が
準
優
勝
と
い
う
大
変

優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

子育て広場運動会開催子育て広場運動会開催

宝
く
じ
助
成
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

中島賢一氏
　茨城県知事ほう賞受賞
中島賢一氏
　茨城県知事ほう賞受賞
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医
薬
食
料
強
気
の
世
界
骨
が
折
れ
ま
す
Ｔ
・
Ｐ
・
Ｐ　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

家
も
稲
田
も
潰
し
て
呑
ん
だ
吠
え
る
濁
流
常
総
市　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

茨
道
で
も
連
れ
添
う
妻
と
歩
幅
合
わ
せ
て
歩
む
幸　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

粋
で
華
や
か
土
浦
花
火
星
も
脇
役
夢
舞
台　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

異
常
気
象
が
次
々
起
き
て
ほ
ん
に
ど
う
な
る
こ
の
地
球　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

今
は
見
る
目
も
冷
た
く
変
わ
り
惚
れ
た
腫
れ
た
は
遠
い
過
去　
　
　

高
橋
一
歩

戦
逃
れ
て
疲
れ
た
子
等
が
本
土
帰
れ
る
日
を
願
う　
　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

い
も
の
天
ぷ
ら
つ
ま
ん
で
み
る
と
ほ
く
り
甘
く
て
母
恋
し　
　
　
　

木
村
幸
子

怒
り
狂
っ
て
突
き
抜
く
土
手
に
他
に
手
が
な
い
鬼
怒
の
川　
　
　
　

塚
本
夏
雲

今
の
平
和
を
つ
な
げ
る
宝
ほ
め
て
育
て
る
未
来
っ
子　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

今
も
変
わ
ら
ぬ
妻
と
の
会
話
ほ
ろ
り
酔
い
気
味
差
し
向
か
い　
　

小
薗
江
久
美

今
の
ま
ん
ま
が
続
い
て
く
れ
り
ゃ
欲
し
い
物
な
ど
無
い
余
生　
　
　

山
﨑
笑
子

以
心
伝
心
通
じ
る
言
葉
惚
れ
て
一
緒
に
な
っ
た
仲　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

今
も
昔
も
繋
が
る
躾
ほ
め
て
叱
っ
て
育
て
よ
う　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

銀
杏
紅
葉
に
蔦
の
葉
映
え
て
ほ
ん
に
艶
や
か
秋
最
中　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

今
が
旬
サ
バ
使
っ
た
料
理
他
の
誰
に
も
出
せ
ぬ
味　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

い
い
ね
吾
が
山
筑
波
の
裾
に
ぽ
か
り
見
え
て
る
朱
の
鳥
居　
　
　
　

関
根
秀
子

今
も
気
配
り
常
々
感
謝
ほ
ん
に
会
長
あ
り
が
と
う　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

柚
子
の
黄
の
溢
る
里
や
九
十
九
坂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

大
焚
火
貧
乏
神
も
加
は
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

ほ
ん
の
り
と
花
の
香
り
の
葛
湯
吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

文
化
祭
賑
は
ふ
中
の
人
模
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

幼
稚
園
み
ん
な
で
祝
ふ
七
五
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

七
色
の
観
光
帆
船
雁
渡
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

千
歳
飴
引
き
摺
り
ゆ
く
児
宮
参
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

雲
厚
し
小
粒
と
な
り
し
秋
ト
マ
ト　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

残
る
葉
も
な
く
散
り
ゆ
く
落
霜
紅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

山
粧
ふ
紫
峰
の
道
も
紅
い
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

竜
頭
の
滝
色
付
く
木
々
を
撥
ね
飛
ば
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

十
一
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
い
つ
ぽ
（
ほ
）
」
病
句
禁

あ
ふ
る

お

お

た

き

び

つ

づ

ら

ざ

か

か
り

ず

よ
そ

く
れ
な

こ

は

り

ゅ

ず

う

め

も

ど

き

く

ず

ゆ

し

ゅ

い
ち
ょ
う

つ
た

さ

な

か

　

１０
月
２３
日
、
郷
中
地
区
の
老
人

会「
さ
と
の
会
」
の
主
催
に
よ
る
講

演
会
「
霞
ヶ
浦
の
水
環
境
と
生
活

排
水
に
つ
い
て
」
が
、
一
の
宮
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
県
の
環
境
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
て
お
招
き

し
た
講
師
の
三
浦
光
通
氏
（
株
式

会
社
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
環
境
事

業
部
長
）
に
よ
り
、「
霞
ヶ
浦
の
環

境
問
題
に
つ
い
て
〜
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
霞
ヶ
浦
の
水
・
魚
〜
」
と
い

う
演
題
で
、
霞
ヶ
浦
と
生
活
排
水

に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
３０
名
の
皆
さ
ん
は
、

霞
ヶ
浦
の
現
状
や
霞
ヶ
浦
の
水
質

保
全
の
た
め
の
住
民
・
行
政
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
等
を
学
び
、
有
意
義

な
時
間
を
す
ご
し
た
よ
う
で
し
た
。

さ
と
の
会
で

　

 

講
演
会
を
開
催

さ
と
の
会
で

　

 

講
演
会
を
開
催

　

１１
月
１３
日
、
め
で
た
く
金

婚（
結
婚
５０
周
年
）を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
妻
の
お
宅
を
村
長

と
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
の

言
葉
と
と
も
に
村
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
の
褒
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
で
、
村

長
ら
を
笑
顔
で
迎
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ん
。
談
笑
す
る

中
で
、
こ
れ
ま
で
支
え
合
っ

た
５０
年
を
顧
み
て
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
金
婚
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
近
藤
正
信
・
キ
ヨ
子（
郷
中
）

・
殿
岡
兵
吾
・
カ
ツ
子（
下
舟
子
）

・
葉
梨
悦
男
・
て
い
子（
上
宿
）

・
飯
塚
光
雄
・
芙
美
子（
後
宿
）

・
橋
本
美
夫
・
千
代（
浜
）

・
鈴
木
貞
治
・
富
江（
大
須
賀
津
）

・
浅
野
敏
正
・
照
子（
土
浦
）

・
本
橋
勝
夫
・
良
子（
本
橋
）

・
熊
谷
八
重
夫
・
明
惠（
花
見
塚
）

・
仙
波
茂
男
・
英
江（
信
太
）

・
根
本
五
郎
・
よ
し
子（
興
津
）

　
　
　
　
　
　

《
順
不
同
／
敬
称
略
》

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
妻
に
褒
状
贈
呈

金
婚
を
迎
え
た
ご
夫
妻
に
褒
状
贈
呈

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

社協イメージキャラクター
みほちゃん

浅野敏正さん、照子さんご夫妻浅野敏正さん、照子さんご夫妻
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